
 

（第２号様式）   
令和６年５月 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立大和高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

① 授業や探究活動を

通じて高いレベル

の学力（思考力・

判断力・表現力）

と課題解決力を育

成するとともに、

生徒の進路希望を

保障する教育課程

を編成する。 

②生徒主体の行事や

活動を活性化さ

せ、協働性やリー

ダーシップを育成

する。 

①確かな学力をつけるた

めに、主体的に学習に

取り組む生徒が増える

よう、教科等の学習支

援に取り組む。 

 

 

 

 

②生徒会活動や学校行事

が生徒の主体的なもの

となるよう努める。生

徒が他者と協働し、リ

ーダーシップを育める

よう支援を行う。 

①主体的な学習についての

共通理解を図り、教科等

で連携し、その育成に努

める。教科等で取り組ん

だ内容を全職員で共有し

次年度に活かしていく。 

 

 

 

②各活動の目的を生徒・職

員で共有し、場面に応じ

た生徒への働きかけを行

う。また目的を達成でき

たか振り返りを行い共有

する。 

 

①主体的な学習についての

共通理解が図れたか。教

科等で連携し、その育成

に努めたか。教科等で取

り組んだ内容を全職員で

共有したか。 

 

 

 

② 活動を通じて生徒が目的

を達成できたか。教員が

支援を行うことができた

か。 

②魅力と特色ある県立学校

づくりについてのアンケ

ートでの学校行事・生徒

会活動の充実に関する質

問に、あてはまる・どち

らかというとあてはまる

と回答した割合が８割を

超えたか。 

     

２ 生徒指導・支援 

①部活動を活性化さ

せるとともに学習

との両立を図る。 

 

 

 

②社会の構成者とし

て高い規範意識や

他者を思いやる心

を育てるととも

に、個に応じた支

援体制を構築す

る。 

①部活動の新方針の内容

を周知・共有し生徒が

部活動と学習の両立を

図れるよう努める。 

 

 

②生徒の現状を詳細に把

握して適切な支援・指

導方針を立て、それを

全職員と共有する。 

①各部活動が新方針を踏ま

えた活動年間計画を立て

実施する。また、本校の

部活動の方針を改め、生

徒・保護者・職員間で周

知・共有する。 

②校内での声掛けや登校観

察などを行う。またＳＣ

やＳＳＷ等も交えて職員

の情報共有の機会を設け

る。 

①各部活動が新方針に基づ

いた活動を実施できた

か。 

 

 

 

②支援・指導業務を適切か

つ組織的に行えたか。情

報共有が組織的な支援・

指導につながったか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひとりが

高い志を持って第

一志望を設定し、

その進路実現を支

える指導と支援の

体制を構築し、実

践する。 

・生徒の第一志望の実現

に向けた進路指導体制

の確立に取り組む。ま

た、キャリア教育の機

会を広げる。 

・職員研修を実施し、模擬

試験や合否結果等のデー

タの分析方法や活用方法

を研究することにより、

一人ひとりの進路指導に

生かす。また、生徒及び

保護者に対して高い目標

を維持し、努力する意識

啓発を行う。 

・大学等出張講義の講座を

生徒のニーズにあわせた

分野を模索し、生徒が参

加しやすい状況にする。 

・国公立大学現役合格者数

45 人以上を達成した

か。 

難関私立大学（早稲

田・慶應義塾）現役合

格者数 40 人以上を達成

したか。 

・大学等出張講義の参加延

べ人数が令和５年度の参

加延べ人数（81 人）を

超えたか。 

 

     

４ 地域等との協働 

①地域から信頼され

る学校づくりを推

進し、生徒が地域

で活躍できる環境

を整備する。 

 

②地域や社会のニー

ズや喫緊の課題に

前向きに対応す

る。 

①地域に開かれた学校行

事を充実させるととも

に、地域行事における

生徒の活動機会創出、

協働につとめる。 

 

②学校に対する、地域や

社会の要請や、対応す

る上での課題について

把握をすすめ、有効な

対応を探り実行する。 

①ＰＴＡや地域自治会、近

隣小中学校等との情報交

換、連携をもとに地域に

向けた行事や地域におけ

る生徒の活動の充実を図

る。 

②学校関係者や関係組織と

の連携をすすめ、要請や

課題を把握し、有効策を

検討する活動を強化す

る。 

①学校関係組織、団体と連

携した上で信頼される学

校づくりや生徒の地域に

おける活動環境整備に向

けた課題の把握、対応が

なされたか。 

②地域や社会のニーズ、喫

緊の課題に対する把握、

有効な対策の検討、実行

に進展が見られたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①教員の働き方改革

を推進し、ワーク

ライフバランスの

改善による働きや

すい職場を目指

す。 

②安全安心な学校生

活のための教育環

境を整備する。 

①業務の精選と担当業務

の適正化を行い、教員

の業務負担を軽減す

る。 

 

 

②環境美化に対する意識

を高め、主体的に清掃

活動をするよう指導す

る。美化委員の活動の

活性化を図る。 

 

① グループが担当する業務

内容を見直すとともに、

業務アシスタントや総合

実習助手を活用する。 

 

 

② 清掃の指導方法を見直

す。美化委員を中心とし

て地域清掃や掃除の声掛

けを行うことで、一人ひ

とりの環境美化の意識を

高め、ゴミの分別の徹底

ときれいな環境の保持を

図る。 

① グループの業務内容が精

選されたか。教員の業務

負担が軽減できたか。 

 

 

 

②生徒の環境美化意識を高

め、衛生的な環境を保持

することができたか。 

通常清掃だけでなく、行

事においても、美化委員

を中心とした美化活動の

活性化が図れたか。 

 

     

 


